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年 頭 の 言 葉

理事長 新家 荘平

新年明けましておめでとうございます。平成２０年の年頭に当たり、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申

し上げます。
みずのえね つちのえね

今年の干支は、本学開学の昭和４７年の壬子から、十二支が三まわりした戊子。三度目の振出しに戻っ

た様で、改めて時の流れが早く感じられますが、その３６年間、本学は当初の初心を継続しながら着実な

発展を遂げて参りました。
ひのとい

さて、昨年の丁亥の年。動的な火と静的な水が相剋する干支の組み合わせとされていましたが、本学

にもそのプラスとマイナスの相反する両面が如実にあらわれました。

前者の熱い火としては、先ず第一に、薬学部、看護学部とリハビリテーション学部の３学部から成る

兵庫医療大学が無事開学し、大学史に大きな一歩をしるしたことがあげられます。更には、一昨年立ち

上がった「中皮腫・アスベスト疾患センター」の延長線上に「がんセンター」が新設されたこと、近隣

の大学と共同で申請した「がんプロフェッショナル養成プラン」が文部科学省により採択されたこと、

本院の肝疾患治療に関する実績が評価され、国の指示を受けた兵庫県から本院が肝疾患診療連携拠点病

院に選定されたこと、胃がんの外科に関しては国内外で名を馳せている国立がんセンター中央病院の笹

子三津留先生を特命教授として招聘出来たこと、そして、国内外の老舗の大学と大学間連携協定を締結

したこと等々が挙げられますが、こうして播かれた数々の種子は大樹となり、本学の名を高めてくれる

ことになるでしょう。

後者の冷えた水について、その筆頭は何と言っても財政基盤を左右する病院収支の低迷です。前半は

特に悪く後半に入ってようやく回復の兆しが見えてきましたが、この三月末の決算では可成りの落ち込

みが予想されます。

その要因として、診療報酬改定、医療経費膨張、看護師不足、医師人件費の増加、空床の増加等をは

じめとする様々な問題点が挙げられています。しかし、このような厳しい現況の認識は、すでに学内に

これまでに無い意識改革の高まりをもたらしただけでなく、難局打開のための多角的かつ積極的な改善

策を生み出す結果となり、その流れに棹さす強い意欲と実行力さえあれば、凍った水が微温むのも時間

の問題ではないかと考えています。

詩人バイロンの言葉にもありますように、人間の所業は、所詮、微笑と泪の振り子の連続であります。

厳しい位置にある今の振り子は、やがてその向きを上向きに変えてくるものと信じておりますが、しか

し、座してその時を待っている訳には参りません。

かつて本学は平成６年を改革元年と名付けて、改革を推進し、それ相応の成果をあげてきましたが、

本年、振り出しに戻ったこの子の年を“維新元年”と名付け、徳川幕末、賞味期限の切れた組織や体制

を刷新してわが国の近代化を成功させた明治維新の志士達の情熱を見倣って、本学内にも教育・研究・

診療の三位に革命的な花々を咲かせたいと思っています。

子の新しい年を迎えるにあたり、全学の若々しいエネルギーがねずみ算的に増大し、その力に導かれ

て本学が更に飛躍するように願ってやみません。
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２００８年 新年座談会
新年を迎えるにあたり、昨年を振り返りながら、

今年の抱負、取り組みを語っていただきました。

昨年を振り返って

森田事務局長：２００７年は、兵庫医療大学開学に伴い１法

人２大学という新しい歴史のページが開かれた年であり、

一方で急性期病院への取組み、１０年目を迎えた篠山病院

など、課題の多い年でもありました。それらをふまえて、

先ず昨年の振り返りをお願いします。

新家理事長：昨年を振り返ると、何よりも兵庫医療大学

の開学が第一に挙げられる大きな出来事でした。多くの

方々のご協力のお蔭で無事

開学に至り、感謝の一言に

尽きます。若い人々からの

熱い眼差しを受けながら、

松田学長の指揮のもと全員

が力を合わして、その揺籃

期を充実していただけるも

のと思っています。

又、本学内では、がんプ

ロフェッショナル養成機関

や肝疾患診療連携拠点病院

に選定されたり、PETセンターに続いてがんセンター

が設置される等、新しい種子が次々に播かれて来ました。

他方、まことに残念ながら、大学経営の基盤となる病

院収支が思わしくありませんでした。収入の順調な増加

に対して、経費増がそれを凌いでいる状況であり、その

負の要因として診療報酬の改定、医師をはじめとする人

件費増、医療経費の高騰等が挙げられていますが、様々

な論議を重ねた結果、その対応策が浮上しておりますの

で、改善への手応えは充分に感じています。

理事会の諮問機関である経営企画室や学長直轄の広報

室の新設をはじめとする様々な組織の改変は、厳しい環

境の中でも綿々と続く改革の流れに棹さしてくれるもの

と思っています。

一方、篠山病院問題については、存続か、撤退か、そ

の決断の最終的段階に入っていますが、後続の世代に負

の遺産は絶対残してはならないと思っています。

波田学長：教育面では、昨年４月からの学校教育法の改

正に伴い、教員組織を一部変更しました。従来の講座制・

学科目制を維持しつつ改革を実施するため、外科学講座

を大講座に変更しました。また、基礎系教室の一部を統

合し、その中に部門を設

けるという変革をしまし

た。これにより、教室間

の垣根を低くし、教育・

研究の両面での連携や効

果向上が期待されます。

そして、基礎系教室の先

生方の活動を学生に理解

してもらい、学生のリサ

ーチマインドを育むため

に、本年から３年生を対象に基礎配属を行うことにしま

す。

新しい大きな取り組みとして、昨年７月に締結された

関西学院大学との『学術交流に関する包括的協定』に基

づき、本年の新入学生から関西学院大学にて４月から７

月の間、週１日、３～５科目程度の教養的基礎科目の教

育を行う予定です。

国家試験への合格率向上の観点から、６年生に進級す

る時に総合進級試験を実施するよう変更しました。また、

新年度から５年生の学生を対象に、臨床に向けての心構

えを新たにして頂くために、『白衣授与式』を始めます。

研究面では、がんプロフェッショナル養成プランの採

択に伴い、大学院のコースとインテンシブコースでの取

り組みを行い、昨年１１月から学生の募集を開始しています。

研究面の学術交流の取り組みとしては、昨年９月に姉

妹校である天津医科大学と相互の研究力向上を目的とし

た『国際学術交流シンポジウム』を開催しました。

また、１０月にクロアチア共和国のRijeka大学医学部と

学術協定を締結し、相互の交流の枠組みを現在調整中で

す。更に、関西学院大学との共同研究の取り組みについ

ても現在協議中です。

山村病院長：昨年は、病床

の効率的運用と、７：１の

看護体制の確保という問題

改善のため、８０床程度の削

減を行いましたが、実施時

期の問題もあり、４月、５

月と２００床以上の空床数を

生むことになりました。更

に診療報酬の大幅削減や医

師、コメディカルの増員に

兵庫医科大学 波田学長

新家理事長

兵庫医科大学病院 山村病院長
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よる人件費増が重なり、経営面で足を引っ張る結果とな

りました。その後の努力で上昇機運にありますが、一層

の努力が必要です。

特に、薬品と医療材料の増大が問題です。現在、削減

に向けての努力をしておりますが、薬品の大幅削減、若

しくは、現在検討中の院外薬局・院外処方箋の導入によ

る改善の必要性があります。

良い面としては、８月から７：１の入院基本料が取得

できるようになりました。また、急性期の患者増などに

より手術数が増加し、入院単価増・収入増につながって

います。

診療体制としては、がん診療の拠点病院としての体制

作りが進んでいます。外来の化学療法患者に対して受診

負担を軽減するために快適なリクライニングシートを導

入したり、胃がん手術で有名な笹子先生を特命教授とし

てお迎えしたりなど、体制は整いつつあり、患者増につ

ながってきています。

また、内視鏡センターでは、細径のファイバーやカプ

セル内視鏡の導入により、患者の負担を減らしながら、

より高度な治療ができる体制作りを進めています。

松田学長：兵庫医科大学の長年の目標であった姉妹大学

が無事開学し、何もかもが新しい、感激の多い一年でした。

多くの学生が集まり、我々の目指す「ボーダレス」「チ

ーム医療」「臨床に強い専

門職を育てる」という考

えが、教職員を始め学生

にも浸透し、予想以上の

スタートが切れたと感じ

ています。

一年生だけですのでま

だ基礎教育が中心ですが、

全学生に対して『医療科

学概論』という医療入門

講座を行いました。講座

の締めくくりとして兵庫医科大学で早期臨床体験実習を

行い、早期に医療の現場に触れることにより、学生達のモ

チベーション向上に大きく寄与したと学生も私たちも感

じています。この実習では、各病棟の師長さんを始め看護

師の皆さんに多大なご協力を頂き、大変感謝しています。

教員体制としては、薬学・看護・リハビリテーション

各部門があり、共通教育センターが基礎教育を横断的に

支えるようにしています。ここには、私が「５人衆」と

呼んでいる兵庫医科大学から来ていただいたベテランの

先生方に、大きな役割を果たしていただいています。学

習の進行状況のみならず、学生のケアやサークル活動な

ど、多岐にわたって頑張っていただいており、心強く感

じています。

学生達も後期に入った頃より、ずいぶん大学生らしく

なり、学生部やサークル活動も活発になってきました。

地域との連携も大きな課題としており、地域連携推進

センターを設置し、第一回目の公開講座と健康相談を実

施しました。今後も２ヶ月に１度の実施を継続していこ

うと考えています。また、近隣４大学の連携も今後進め

ていこうとしています。

森田事務局長：１０月に行われた文部科学省の履行状況調

査のヒヤリングでも、学生の意見は概ね良好だったよう

ですね。その後の学生の反応はいかがですか？

松田学長：今まで３度アンケート調査を行いましたが、

交通の便に対する意見が多かったですね。学食がなかっ

たので、近隣大学の学食に食べに行っていたという意見

は、１０月の学内レストランオープンにより、ようやく解

消しました。（笑）

佐藤副学長：開学にあたり、優秀な学生が集まってくれ

たということが第一の印象でした。その学生達に、どの

ように良い教育を受けさせてあげられるか、またそうい

った実感を持ってもらえるかということが我々の第一の

課題であると捉え、それに向かって考え行動してきた一

年でした。

その中で、早期に教育力を充実する必要性が見えてき

ました。全学的なFDを実施していますが、学長の発案

された３学部の教員室を合同階にしたことが大きな効果

をあげています。教員の学部間の垣根が無く、協力体制を

取れたことは、新大学の船出に大きな力となっています。

一方、教育研究機関として様々な研究を進めていく必

要があるのですが、一年目は教育に軸足を置いてきまし

た。現在科研費に多数応募しておりますが、その中から

どういった研究を進め、大学の内容を形作っていくかが

今後重要なことだと思います。

３学部ともに実践力の

ある学生を育てていくこ

とが大きな課題ですが、

本学の強みである兵庫医

科大学との連携、特に看

護学部やリハビリテーシ

ョン学部においては、看

護部が教育環境としての

臨床を整えてくれたこと

で、大きな成果を上げて

兵庫医療大学 松田学長

兵庫医療大学 佐藤副学長
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いると実感しています。「共に育てる」という感覚を共

有できたこともよかったと思っています。

今後は、協力を仰ぐだけでなく、兵庫医療大学として

何らかの形で寄与できるようにしていきたいと考えてい

ます。学生達も兵庫医科大学病院で行われた大規模災害

訓練にボランティアとして自主的に参加し、自分たちの

社会的役割についての気づきがあったように感じられ、

頼もしく、また楽しみに思いました。

地域交流の面では、神戸市からボランティア学生の要

請を受けるなど、徐々にですが認知が広まっているのを

感じています。

両大学の連携とこれからの可能性

森田事務局長：両大学の連携についてどのようにお考え

でしょうか。

新家理事長：医科単科大学が、薬学・看護・リハビリテ

ーションという新しい３学部を作ることは大きな冒険で

したが、２１世紀の医療の主流となる「チーム医療」に関

る質の高い医療専門家の育成は大変意義深いものと思っ

ています。従って、「チーム医療」と言う篝火のもと姉

妹校の両大学が連携するのは言わずもがなで、これこそ

が新大学を魅力的にする特色だと思っています。医療系

教育では人間を対象とした臨床実習が特に重要であり、

この点、医学部や病院の新大学への協力は、他学では見

られない大きな教育効果をもたらすことでしょう。

松田学長：薬学部の学生にとって、薬剤師が病院の中で

どう働いているかを学習できることは、将来へのモチベ

ーションを高くさせます。兵庫医科大学との連携を具体

的に実現していくことが必要ですし、兵庫医科大学病院

としても、薬剤師の働く場所を広げていってほしいと思

います。

佐藤副学長：昨年、兵庫医療大学の教員と看護部との効

果的な臨床教育上のコミュニケーションを実現すること

ができました。同様に、両大学それぞれの教員が積極的

にコミュニケーションをとる事が、今後の教育にとって

何より重要だと思います。教員同士が知り合わずして、

どうやって共に教育ができるのか、ということですね。

波田学長：おっしゃるとおりです。２年程すると臨床実

習も始まりますので、交流セミナーなどを設けるなど、

早いうちから連携機会を増やすことが必要です。

松田学長：兵庫医療大学では、医薬共同先端医療センタ

ーができましたので研究面では徐々に交流が始まってい

ます。今後、ホームページなどを活用して両大学の情報

を共有し、交流の機会を増やしていくことが必要です。

新家理事長：学生の間では、授業以外でも、既に両大学

の連携が始まっているようですね。防災訓練の時もそう

ですが、クラブ活動など、どんどん交流が進んでいるの

は喜ばしいことです。

佐藤副学長：昨年実施した事をフィードバックしながら、

それを生かして徐々に連携機会を増やしていきたいです

ね。

松田学長：例えば、我々の目指す『チーム医療教育』を

病院側ではどう捉えているか意見交換することによって、

それを教育に生かすことができますし、また、それをキ

ーワードにして、医科大学生と医療大学生との交流など、

ボーダレスな交流に発展する可能性もありますよ。

地域貢献、社会貢献

森田事務局長：従来、象牙の塔に象徴される大学の在り

方が、社会貢献、地域貢献

へと拡がっているようです。

佐藤副学長：学問学術に対

する考え方において「真理

を追究すること」に置かれ

ていた重点が、「社会に活

用されること」へと移って

います。大学で研究してい

ることをどう発信しているかが評価として問われている

のでしょうね。

松田学長：大学は学生の教育をしているだけでなく、地

域の方々向けの公開講座を行うことで社会貢献ができる

わけです。

山村病院長：病院の方では、公開講座を継続して行って

いることでの地域貢献を始め、地域連携パスを作成して

各科で地域中核病院との連携が始まっており、今後がん

連携拠点病院としても同様の地域連携が一層進むでしょ

う。単独ではなく地域として患者さんを診ていくという

体制作りが進んでいく流れになっています。
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新家理事長：人間性豊かな、又、社会性に富んだ質の高

い医療従事者を世に送り出すことに尽きるのではないか

と思います。特に、最近の我が国の医療危機において、

自我を出来るだけ抑えて僻地医療などの使命感を持つ様

な若い医師を育てたいですね。

波田学長：まず僻地の医療を体験することが大切です。

教室で地域医療を説くことよりも現場で何かを感じる機

会を与えることがその方法論だと思います。

松田学長：学生の病院実習についても、地方の病院に行

く環境作りと共に、それに対しての評価をする制度作り

が必要ですね。

波田学長：知的財産の活用についても、兵庫医科大学で

は数多くの特許申請を行っており、それを有効活用する

ための組織を整備中です。今まで、論文を書くことに集

中してきましたが、これからはその研究結果がどう社会

で役立てられるかという観点で、知的財産統括室と相談

しながら進めていくことが、社会貢献にもつながるので

はないでしょうか。

今後の経営および教職員に期待すること

森田事務局長：最後にこれからの経営方針とそれに伴う

教職員への期待はなんでしょうか？

新家理事長：経営面でいえば、総合的に考えて、医療経

費削減が目下の急務ですが、患者増や急性期医療の推進

をはじめとする様々な病院機能の活性化に取り組み財政

基盤を安定化していかねばなりません。そのために最も

必要なことは、全教職員の現状認識の上に立脚した意識

改革であり、そこから改善への意志と知恵そして実行力

が生まれて来るものと思っています。常識を破ることを

常識とする様々な水平思考も、厳しい現状に必要なこと

かも知れません。

山村病院長：その点に関しては、入退院管理プロジェク

トチームだけではなく、各病棟に携わる医師・看護師で、

対話を一層深めることが必要です。その中から意識改革

も進んでいくと考えています。教職員全体が質の高い医

療を進めていくと共に、経営感覚を持つことも求められ

ています。

病院経営については、より一層空床を減らし、収入を

増やすことが目標ですが、それには看護師の数の確保と

いう問題も伴ってきます。できる限りの努力をしたいと

考えています。医療材料の削減、医薬品の品目数を減ら

すことも進めていかなければなりませんが、これには各

診療科の絶大なる協力を期待しています。

波田学長：教職員に対しては、国家試験の合格率９５％を

実現するために、進級の条件である６５点以上の実力がつ

く教育をする努力をしていただきたいです。

学生に対しては、たくさんの税金を使って学ばせても

らっていることを自覚し、国民国家に奉仕するというよ

うな気持ちをもって、勉強していただきたいと思います。

それがひいては国家試験の合格率向上につながると思い

ます。

松田学長：兵庫医療大学は２年目を迎え試練の年だと思

っています。多くの良い学生を集めることを第一に、広

報を含め活動していきたいと思います。特に薬学部につ

いては競争が激しいので、我々の強みを十分にアピール

する必要があります。また、ボーダレスなチュートリア

ル教育を導入しようと考えています。チーム医療につい

て、どう捉え教育していくか、教員間で十分なコンセン

サスを取りながら進めていきたいと考えています。

佐藤副学長：３学部共に、学生にとって国家試験に合格

することが目標ですので、国家資格に求められているこ

とを補完しながら、教育に反映していくのが２年目の第

一の課題です。もう一つは教員の教育力向上に向けて、

FD委員会で相互理解力を高め、互いの発展につなげる

ことです。考え方を統一し共有することが重要で、組織

として後々つながっていく基になると考えています。ま

た、教育もさることながら、研究力の特化を進めていく

こともこれからの課題です。

病院に期待することなのですが、学生の未来像は病院

の中にありますので、マグネットホスピタルとしての役

割を担っていただきたいと思います。

新家理事長：本学内では、今なお、講座や部局間の壁が

高すぎて、全学の持つ大きな力が分散してしまっている

様に思えてなりませんが、今後は大学全体が一体となっ

て上昇気流に乗れる様に、互いに協調性を響かせあって、

相乗効果を高めていただく様に願っています。どんな組

織でも足し算よりも掛け算に大きな花が咲くのは古今を

通じての真理です。

森田事務局長：ありがとうございました。
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平成２０年度大学院医学研究科 入学試験（前期募集）

９月２１日�、大学院医学研究科入学試験（外国語試験）
を実施しました。

同時に、課程を経ない学位申請者に対する外国語試験

（第５１回）を実施しました。

【大学院医学研究科入学試験（前期募集）】

受験者数 １３名

合格者数 １３名

【課程を経ない学位申請者に対する外国語試験（第５１回）】

受験者数 １３名

合格者数 １１名

また、８月１日�、学位をもたない本学教員の大学院
医学研究科入学試験を実施しました。

【本学教員】

受験者数 １名

合格者数 １名 （学務課）

文部科学省「がんプロフェッショナル養成プラン」の取り組みについて

兵庫医科大学大学院医学研究科において、以下のとおり学生募集を開始しました。

※コースの概要、入学試験日程等は大学院ホームページに掲載

�．平成２０年度博士課程学生募集（３コース）
・がん総合医養成コース（平成２０年４月入学）

放射線腫瘍専門医養成コース

がん薬物療法専門医養成コース

・がん専門コメディカル養成コース（平成２０年４月入学）

医学物理士養成コース

◎「がん治療」を多方面からアプローチできる『がん総合医』等を養成します。

◎共通特論受講等により必要な単位の習得を行い、がんの治療・研究に関する教育を行います。

◎連携病院の協力のもと、がんの治療・研究の最前線を学び、博士の学位取得と共に日本放射線腫瘍学会認定医、

日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医等の資格を取得することを目指します。

�．インテンシブコース研修生募集（３コース）
・がん疼痛制御（緩和ケア）インテンシブコース（平成２０年１月開講予定）

・放射線治療インテンシブコース（平成２０年４月開講予定）

・がん薬物療法医インテンシブコース（平成２０年４月開講予定）

◎がんの診断・治療・研究に必要な知識と技術を有する医師及びコメディカルを養成します。（１～２年間）

また、これらの取り組みについて新聞に取り上げられました。（P２８参照）

平成２０年度兵庫医科大学 推薦入学試験

１１月１１日�、平成２０年度兵庫医科大学推薦入学試験を
次のとおり実施しました。

試験科目：適性テスト・小論文・面接・調査書

合格発表：平成１９年１１月２６日�午前１０時

実質倍率は「受験者／合格者」

（ ）内は、女子・内数 （入試課）

入 学 定 員 １００名

募 集 人 員 約１５名

志 願 者 ６０名（３２名）

受 験 者 ６０名（３２名）

合 格 者 １７名（１０名）

実 質 倍 率 ３．５倍

・兵庫医科大学TOPICS・
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平成１９年度兵庫医科大学篤志解剖体慰霊祭
平成１９年度兵庫医科大学篤志解剖体慰霊祭

は、１０月１６日�午後２時からご遺族・ご来賓
など関係者多数をお迎えし、平成記念会館講

堂において厳かに執り行われました。

当日は、約３００名のご遺族・献体登録者を

初め、教職員・学生（２、４年生中心）併せ

て約６２０名の方が参列・献花されました。

慰霊祭は、本学の医学教育・研究及び医療

の向上のために自らのご遺体を捧げられた

方々を祭祀するため、毎年秋に無宗教の形で

執り行われております。

本年度新たに祭祀させていただきました御霊は、系統解剖４９柱、病理解剖５０柱及び法医解剖１４９柱のあわせて２４８柱で

した。

式はご霊位の奉読に始まり、全員黙祷の後、波田学長をはじめとする学内関係者がそれぞれ慰霊の詞を述べました。

また、ご来賓の方々を代表して、西宮市長様より弔辞をいただき、次いで学生を代表して第２学年次生 沢辺 潤子さ

んが謝意の詞を述べました。引き続いて、故人のご冥福をお祈りして、参列者全員が献花しました。

ここにあらためて、すべての御霊のご冥福を心からお祈り申し上げますと共に、ご遺族の深いご理解に対し、心から

お礼を申し上げます。 （教務学生課）

財団法人等各種団体による研究助成金等の交付状況
（単位：千円）

学 位 の 授 与

甲第４９０号

木田 安宣 （Ｈ１９．１１．１）

（学位論文名）

Recognition memory for unfamiliar

faces in Parkinson's disease : Be-

havioral and electrophysiologic

measures
�
�
�
	

パーキンソン病の未知顔に対する再認記憶機能：

行動学的ならびに電気生理学的検討



�
�
�

甲第４９１号

金森 徹三 （Ｈ１９．１１．１）

（学位論文名）

Sodium Channel Blockers Enhance

the Temporal QT Interval Variabil-

ity in the Right Precordial Leads in

Brugada Syndrome
�
�
�
	

Brugada症候群における心室再分極相の時間的ばら

つきの検討



�
�
�

乙第２９９号

小林 照美 （H１９．１１．１）

（学位論文名）

Effects of sucrose on plasma con-

centrations and urinary excretion of

purine bases

（蔗糖の血漿プリン塩基に及ぼす影

響）

助成団体名 研究課題名 研究者 交付額

（財）内藤記念科学
振興財団

新規サイトカインIL－２７による抗アレルギー作用の研究
善本 知広

（免疫学・医動物学）
２，０００

（財）内藤記念科学
振興財団

炎症性サイトカイン分泌に必須のカスパーゼ１の活性化機構
に関する研究

筒井 ひろ子
（病原微生物学）

２，０００
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病理学講座 分子病理部門（旧病理学第二講座） 垣花 美智子さん
文部科学大臣より表彰

文部科学省から「平成１９年度の医学教育等関係業務功労者」として，病理学講座 分子病理部門（旧病理学第二講座）

の垣花 美智子技術員が表彰されました。医学又は歯学に関する教育研究若しくは患者診療等に係る補助的業務に関し

顕著な功労のあった方が表彰されるもので、垣花技術員は臨床検査関係業務に尽力されたことが評価されました。１１月

３０日�ホテルフロラシオン青山において表彰式が行われました。

科学研究費補助金の本学における取扱いの変更及び
公募要領等説明会の開催について

文部科学省から通知のありました「研究機関における公的研究費の

管理・監査のガイドライン」に基づき、本学において適正に運営、管

理ができるよう、発注権限の変更、検収体制の強化及び人的活動に伴

う事実確認等を定めましたので、関係各部署、研究者等に周知するこ

とになりました。

平成２０年度の公募の時期を迎えましたので、９月２８日�、文部科学
省主催の説明会を踏まえ、申請方法等について研究者の方々に周知し

ていただき、より多くの研究課題が採択されるよう、本学の説明会を

開催しました。約１５０名に及ぶ参加者があり、補助金獲得に対する熱

心な取り組みが伺えました。 （学務課）

大学院の課程におけるFDの実施について

今年度より実施されました文部科学省大学院設置基準の一部改正に

より、本学におきましても種々の取り組みを行っていますが、教育内

容の改善のための組織的な研修（FD）を行うことが義務付けられまし

た。

その一環として、１０月１１日�、４０年以上にわたり北米で多くの研究
業績をあげてこられました玉置大器先生をお招きして「英語論文の書

き方―一寸のことでよくなる―」という演題で大学院生の指導方法に

ついてご講演をいただきました。

大学院生指導にあたられる教員だけでなく、大学院生も加え、７３名

の参加があり大変有意義な講演でした。 （学務課）
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第３６回 醫聖祭

２００７年度 大学祭実行委員長

第２学年次 友澤 翔

１１月３日、４日の２日間にわたり、今年で３６回を迎え

る兵庫医科大学大学祭『醫聖祭』が開催されました。両

日ともに晴天に恵まれ、大いに盛り上がった大学祭とな

りました。

今年の６月に結成された、大学祭実行委員会一同は

「Colorful」をスローガンに掲げ、さまざまな個性をぶ

つけ合い、１つのものを作り上げようと、開催までの数

ヶ月、連日その内容を企画検討してまいりました。今年

も平成記念会館を活用し、医療器具展示、フットサル大

会、フリーマーケット、園遊会、美術部・写真部展示、

チュートリアル展示を行いました。どれも一般の方々や

学生から好評を得ることが出来ました。また、平成記念

会館の大講堂において医学講演会と内視鏡シミュレータ

ーの市民公開フォーラムを行い、医学講演会では元ボク

シング世界チャンピオンの井岡弘樹氏をお招きし、井岡

氏のホームドクターである篠原院長を交えて、「私のボ

クシング人生～過酷な選手生活と健康管理～」と題して

ご講演いただきました。市民公開フォーラムでも、内視

鏡のシミュレーターの体験もでき、最新の医療技術を学

べる非常に有意義なフォーラムになったと思います。本

学の会場でも、中庭でのイベントや各クラブの模擬店が

終日にぎわいを見せ、解剖展示、バザー等にもたくさん

の方々がご来場くださいました。

学祭実行委員会が結成され、大学祭を開催するまでに

は幾多の困難がありました。勉強・クラブと実行委員の

仕事を両立することは難しく、学祭１ヶ月前にもなると、

疲れやイライラがたまり、皆身体的にも精神的にもきつ

い状態になっていました。しかし、「大学祭を成功させ

よう」という１つの目標に向かって進み協力しあったか

らこそ、何とか乗り越えられ、結果として学祭は成功し

たのだと思います。委員長をやってみて、人を動かすこ

との難しさを実感しました。委員長の仕事を成し遂げて、

一生残る素晴らしい思い出を作ることができ、また、人

生において非常によい経験をすることができ、本当によ

かったと思います。

最後になりましたが、今回の大学祭開催にあたり、多

大なるご支援・ご協力をしていただいた理事長・学長・

病院長・学生部長をはじめとした諸先生方、ならびに後

援会や緑樹会の方々等、私たちを最初から最後まで色々

な面で支えてくださった関係者の方々に、学祭委員一同、

心より厚く御礼申し上げます。

医学講演会：左より篠原院長、井岡氏
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知的財産セミナー開催

１１月３０日�、渡辺 仁氏（特許庁特許審査第三部生命・環境部門上席審査長）を

お招きし、「医学分野の研究と特許」－大学における知的財産の活動に向けて－

と題して、医学分野において、どのような発明が特許になり、どのような発明が

特許にならないかなど、審査基準についての事例を踏まえた基調講演をしていた

だきました。

また、本年４月から本学に派遣されている野口正弘氏（独立行政法人工業所有

権・情報研修館知的財産アドバイザー）より、本学の知的財産活動の取り組み状

況、発明から出願、登録までの手続き等の紹介がありました。

第３回目の開催となった本セミナーは医学分野および本学の現状を踏まえたも

ので、参加者（教養系、基礎系、臨床系の医師・教員、コメディカル、事務員等）

にとって関心深いものとなりました。 （知的財産統括室）

「がんセンター」の開設

当院のがん治療について、がんを横断的に扱う「がん

センター」を７月１日付けで中央診療施設に設置し、名

称を「兵庫医科大学がんセンター」としました。併せて

同センターの施設、設備面については、８号館４階に設

置することとして改修工事を実施しておりましたが、１１

月１日（木）から外来化学療法室を含む施設として開設

いたしました。

同センターの外来化学療法室については、従来１０号館

１階においてリクライニングチェアー１０台で対応してい

ましたが、今回の移転にあたりリクライニングチェアー

１７台、ベッド３台の計２０台として、外来化学療法を受け

る患者様が多く化学療法を受けられるようにしました。

先行して１０月２２日�から稼働しております。
今後、同センターは、運用面において８部門により運

用され、また各臓器がんを横断的に扱うため臓器別腫瘍

評議会を設け、特にがんの画像部門においては、「がん

画像診断協議会」を設置します。がん緩和医療について

は、「がん緩和医療協議会」を別に設け、がんセンター

の充実を図っていきます。 （管理課）

病 院 概 況
患者数

区 分

入 院（診療日数６１日） 外 来（診療日数４５日）

診療
日数

新 入 院
患 者 数

退 院
患 者 数

在 院 延
患 者 数

病 床
稼働率

平均在
院日数

診療
日数

新 外 来
患 者 数

外 来 延
患 者 数

人 人 人 ％ 日 人 人

１９年９月
１０月

３０
３１

１，４００（４６．７）
１，５５９（５０．３）

１，４８９（４９．６）
１，５１４（４８．８）

２１，９６５（７３２．２）
２２，６５１（７３０．７）

８５．９
８５．７

１５．２
１４．７

２１
２４

３，５７４（１７０．２）
４，０７４（１６９．８）

４８，２８３（２，２９９．２）
５６，２４３（２，３４３．５）

前年度対比 ― １０５．２％ １０３．７％ ９０．３％ １．１ △２．２ ― ７３．６％ ９９．２％

※（ ）は１日平均

特許庁特許審査第三部
渡辺上席審査長

・兵庫医科大学病院TOPICS・
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防災訓練（トリアージ訓練）
当院は平成８年１０月に災害拠点病院として指定され、地域で災害が発生した場合、患者受入れの拠点病院となります。

このため、例年シチュエーションを変化させ、現実に即した防災訓練を実施しています。今年は１０月２６日�に、大規模
地震が発生し木造家屋が倒壊、武庫川河川敷の側道から車両が転落したことにより多数の歩行者が巻き込まれ、患者が

救急車等で当院に搬送されたことを想定し、西宮市総合防災訓練と合同で、約１４０名（うち、トリアージ現場参加者－

仮想患者４７名、医師約２０名、看護職員約２５名、事務職員約５０名）の参加を得て実施されました。今回は兵庫医療大学の

協力を得て、学生２９名に傷病ごとのメイクを施し、仮想患者として参加していただきました。訓練の様子がテレビ・新

聞に取りあげられました。（P２８参照） （管理課）

市民公開講座 「胃癌とピロリ菌」開催
（後援：学校法人兵庫医科大学・神戸新聞社・兵庫県医師会）

１０月１３日
平成記念会館において、厚生労働省がん研究助成金１８－２「ヘリ
コバクター・ピロリ感染による胃発癌機序の解明と感染・再感染予防」研究班

（班長：兵庫医科大学臨床栄養部 福田能啓（写真））が下記の講演を行いまし

た。約１００名の受講者からは質問も多く、ピロリ菌への関心の高さが見受けら

れました。

平成１９年度 臓器移植推進県民大会
兵庫県臓器移植コーディネーター（ドナーコーディネーター） 藤原 亮子

兵庫県では県民の皆様に臓器移植への関心を高めていただくため、臓器移植推進県民大会を毎年開催しております。

本年は１０月２３日�社団法人兵庫県看護協会２Fハーモニーホールにおいて開催し、３００名の方がご参加くださいました。
講演では、『いのちの贈りもの～ドナーファミリーの思い～』と題して、生後９か月の息子さんを不慮の事故で亡く

され、心停止後に腎臓の提供をされました小倉千種さんにお話しいただきました。『息子は天使になりました。あの子

は今働いています。日本では臓器提供に対し、まだ偏見が多い様です。でも、私たちは決して恥じないし、隠さないし、

親として誇りに思っています。』

演 題 演 者

ピロリ菌ってどんな細菌なのだろう？ 神谷 茂（杏林大学医学部 感染症学講座 教授）

ピロリ菌と胃癌は関係するのだろうか？ピロリ菌とヒトの病気 中島 健（国立がんセンター中央病院 内視鏡部消化器科 医員）

ピロリ菌をどう診断するのか？ 坂上 隆（医療法人 坂上医院 医師）

ピロリ菌をどう退治するのか？ 白坂 大輔（神戸赤十字病院 消化器科 副部長）

ピロリ菌の研究と臨床～今後の展開 福田 能啓（兵庫医科大学 臨床栄養部 部長・総合診療内科）

特殊メイクを施される学生 搬送される歩行可能な仮想患者
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学部学科 入学定員 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率

薬学部医療薬学科 １５０名 約２０名 ３８名（２１名）３８名（２１名）２５名（１４名） １．５倍

看護学部看護学科 １００名 約３０名 １３１名（１１９名）１３１名（１１９名）３０名（２８名） ４．４倍

リハビリテーション学部理学療法学科 ４０名 約１０名 １１７名（４２名）１１６名（４１名）１１名（３名） １０．５倍

リハビリテーション学部作業療法学科 ４０名 約１０名 ４８名（３２名）４８名（３２名）１２名（８名） ４．０倍

学部学科 入学定員 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率

薬学部医療薬学科 １５０名 約２０名 ６７名（３６名）６６名（３５名）４７名（２７名） １．４倍

シンポジウムでは、移植の専門医である兵庫医療大学 松田学長、大

阪大学医学部附属病院レシピエントコーディネーター小川馨さん、ドナ

ーファミリーの小倉さんにご参加いただき、『日本の臓器移植の現状』に

ついて話し合いました。

現在、日本での臓器移植は低迷しています。私達は、単に臓器提供の

数が増えるだけでなく県民の一人一人が臓器移植について考え、『臓器

提供する』、『臓器提供しない』といった自身の意思を持っていただきた

いと考えています。そして、私達ドナーコーディネーターの仕事として、

『臓器提供したい』という方の意思を一人でも多く繋げていくことが大

切だと思っています。

「肝がん撲滅フォーラム２００７」開催

（後援：兵庫県医師会 神戸市医師会 西宮市医師会 神戸新聞社 阪神肝臓病治療研究会）

１１月１８日�兵庫医療大学オクタホールにおいて、兵庫医科大学 波田学長の開会の辞に続き、下記の講演を行いまし
た。兵庫医科大学 内科学肝胆膵科 西口教授、神戸大学大学院 肝胆膵外科 具教授と各講師の方々との講演後の質疑応

答では、活発な意見が交換されました。約３００名の方がご来場くださり、盛況なフォーラムとなりました。

平成２０年度兵庫医療大学 推薦入学試験
１１月１０日
、平成２０年度兵庫医療大学推薦入学試験（専願制）を兵庫医療大学神戸キャンパスで下記のとおり実施し
ました。

科 目 等：外国語・小論文・調査書

合格発表：平成１９年１１月１６日� 午後３時

また、１２月１日
、平成２０年度兵庫医療大学推薦入学試験（併願制）を兵庫医療大学神戸キャンパスで実施しました。
科 目 等：外国語・小論文・調査書

合格発表：平成１９年１２月７日� 午後３時

実質倍率は「受験者／合格者」 （ ）内は女子・内数

（入試・就職グループ）

演 題 演 者

インターフェロンによる肝発癌抑制－今後の展開－ 田守 昭博（大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学 准教授）

今 C型肝炎と闘う 狩野 吉康（JA北海道厚生連 札幌厚生病院第３消化器科 主任部長）

切除不能多発進行肝癌に対する経皮肝灌流化学療法を軸とする先進医療 富永 正寛（神戸大学大学院 肝胆膵外科 講師）

肝癌に対する粒子線治療の現状 村上 昌雄（兵庫県粒子線医療センター 医療部長）

肝硬変・肝癌に対する移植医療について 山中 潤一（兵庫医科大学 外科学 准教授）

小倉さんによる講演

・兵庫医療大学TOPICS・
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平成１９年度科学研究費補助金交付決定者一覧表
平成１９年度科学研究費補助金（１２件 総額２５，３５０千円（うち直接経費２２，０２０千円、間接経費３，３３０千円））の交付が下

記のとおり決定しました。 （単位：千円）

兵庫医療大学 松田 暉 学長 日本心臓病学会栄誉賞受賞
２００７年９月１０日、日本心臓病学会から兵庫医療大学 松田暉学長が日本心

臓病学会栄誉賞を受賞されました。受賞理由は、日本における心臓移植の再

開とその普及で、第５５回日本

心臓病学会学術集会（９月１０

日～１２日、東京）では「我が

国における心臓移植：再開か

ら定着へ」と題し、栄誉賞受

賞記念講演が行われました。

今年が臓器移植法成立１０年と

いう節目で、心臓移植再開への道のり、その後の状況と今後の展開につ

いて講演されました。

研 究 種 目 研 究 課 題 名 所 属 部 局 研究代表者
交付決定額

直 接 経 費
（間接経費）

特定領域研究
腫瘍血管へ免疫細胞動員活性を誘導する生体プログラムの
賦活化と抗腫瘍免疫監視の強化

薬 学 部 田 中 稔 之 ３，５００

基盤研究（Ｂ）
外来通院がん患者の主体性を育成・支援する看護実践能力
および外来看護実践方法の開発

看 護 学 部 佐 藤 禮 子
２，６００
（７８０）

基盤研究（Ｂ）
乳がん体験者との協働による一般女性と看護職のための乳
がん予防啓発プログラム開発

看 護 学 部 鈴 木 久 美
３，１００
（９３０）

基盤研究（Ｃ） ヘルスケアにつなげる光触媒型活性酸素パッチの開発 薬 学 部 甲 谷 繁
１，３００
（３９０）

基盤研究（Ｃ）
海洋生物由来の細胞周期制御を標的とする抗がん剤シーズ
の探索

薬 学 部 青 木 俊 二
１，６００
（４８０）

基盤研究（Ｃ） ラジカル種の特性を活用した新規合成法の開拓 薬 学 部 宮 部 豪 人
１，２００
（３６０）

基盤研究（Ｃ）
新卒看護師の職業性ストレスと離職意向に関する縦断研
究：地域間における比較

看 護 学 部 富 永 真 己
１，３００
（３９０）

特別研究促進費
光切断リンカーを利用した生理活性物質ターゲット探索方
法の開発

薬 学 部 田 中 明 人 ２，２００

若手研究（Ｂ）
広域分散ネットーワークにおける小型望遠鏡による協調観
測システムの構築

共通教育センター 加 藤 精 一 ５００

若 手 研 究
（スタートアップ）

グルタミン酸を特異的に検出する蛍光プローブの開発 薬 学 部 塚 本 効 司 １，３２０

萌 芽 研 究
酸化ストレスを可逆的に捕捉できるRedox応答型蛍光プロ
ーブの設計

薬 学 部 前 田 初 男 ２，０００

萌 芽 研 究
中高年男性のパタニティブルーズとうつ病発症との関連に
関する研究

看 護 学 部 西 村 明 子 １，４００
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兵庫医療大学 平成１９年度設置計画履行状況調査（実地調査）実施
新たに設置認可を受けた大学・学部等については、政令に基づき、大学設置・学校法人審議会大学設置分科会（文部

科学省所管）により、授業科目の開設や教員組織の整備など開設後の状況等の調査を行う、設置計画履行状況調査（実

地調査）が例年実施されています。本学においても、平成１９年１０月２日�に実施され、調査委員２名、事務担当官２名
が来学され、ヒアリングや施設調査等が行われましたが、特に問題なく終了いたしました。

兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センター開設
兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センターは、医

薬・医療に関する最先端の研究開発を行い、その成果を

疾病の予防及び治療に反映させることを目的として、兵

庫医療大学に医学及び薬学等の関連分野の研究推進を図

るため設置された研究センターです。

同センターにおける研究プロジェクトとして、�中皮
腫および悪性腫瘍の治療標的分子探索と治療薬開発：責

任者 中野孝司教授（内科学、呼吸器講座） �先端遺
伝子医薬研究開発：責任者 後藤章暢教授（先端医学研

究所、細胞・遺伝子治療部門）の２つのプロジェクトが１０月１日より発足しております。１０月２９日には、センターの開

設を記念して開所記念研究セミナーが兵庫医療大学にて開催されました。 （管理・運営グループ）

地域連携実践センター 第１回公開講座・健康相談 開催
兵庫医療大学地域連携実践センター主催の第１回公開講座・健康相談を１０月２０日
午後２時から開催しました。
公開講座は、平成１９年度は「自分と家族の健康を考えよう」をテーマとして４回予定しています。その第１回として、

薬学部が中心となって開催し、薬学部長の西原先生が「くすりと賢く付き合うには」という演題で、有益な「くすりの

作用」を有毒な「どく作用」より大きくするための付き合い方について講演をされました。

健康相談は、薬学部・看護学部・リハビリテーション学部・共通教育センターの８名の教員により、地域連携実践セ

ンターの相談室で行われました。また、地域連携実践センターの展示室には、生薬・漢方薬を展示し、薬学部の紹介と

研究活動のポスターを掲示しました。

【今後の開催予定】

第２回 １２月１１日「自分のからだについて学ぼう －乳がん自己検診法について－」（場所：地域連携実践センター）

第３回 １月２６日「発達の気がかりな子どもの心の世界」 （場所：地域連携実践センター）

２月２３日「健やかな子育て －就学準備のために－」 （場所：ポートピア保育園）

第４回 ３月予定「メタボリックシンドローム」 （場所：地域連携実践センター）

（管理・運営グループ）

公開講座 地域連携実践センター
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第２回 FD研究会開催
第２回FD研究会は、９月１１日�に東京工芸大学芸術学部の大島 武准教授を招聘して、「大学における教育力とは何

か」と題して、「教育力とは」・「学習能力を高める授業の方法（戦略）：授業の組み立て方」・「教育力を高めるための

FD委員会での取り組み・工夫について」等の内容でご講演いただきました。

講演終了後、参加者（教職員４３名）が４グループに分かれ、講演内容と本学の現状並びに今後について、グループ討

議および全体発表を行い、兵庫医療大学での教育を更に向上するための改善方策を熱心に議論しました。

（教育・学生支援グループ）

自衛消防訓練実施
１１月１４日、兵庫医療大学で初めての自衛消防訓練を行

いました。訓練は、教職員に加えて学生（薬学部・看護

学部）も参加しました。４時限終了時の１６時１０分にM棟

１階での出火を想定し、通報・初期消火・避難誘導の訓

練を行いました。初めての消防訓練でしたが、教職員が

学生をG棟南の空地に素早く避難誘導することができま

した。参加人数は、約２２０人（教職員 約４０名、学生

約１８０名）でした。

（管理・運営グループ）

４大学連携「防犯講習会・護身術講習会」開催
１１月２８日・２９日に、神戸ポートアイランド４大学連携事業として４大学合同の「防犯講習会・護身術講習会」を兵庫

医療大学のオクタホール・レストランで開催しました。この講習会は、今年４月に兵庫医療大学、神戸学院大学、神戸

夙川学院大学がポートアイランドに開学し、多くの学生がポートアイランドに通学するようになり、学生の防犯対策と

して以前からあった神戸女子大学・神戸女子短期大学も加えた４大学合同で開催したものです。今後も、４大学でいろ

いろな連携事業を実施して行く第一歩となりまし

た。

この講習会の様子が新聞に取りあげられました。

（Ｐ２８参照）

（管理・運営グループ）

大島 准教授 講演
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兵庫医療大学レストラン オープン
兵庫医療大学のレストランが、後期の授業開始の１０月

１日�にオープンしました。レストランは、P棟１階に
あり、神戸市の「しおさい公園」そして神戸港に面し、

一面ガラス張りとなっており、ポートタワーやハーバー

ランドが見えるとても眺めのいい場所に設けられていま

す。座席数は約３５０席設けられ、昼休みになるとたくさ

んの学生で賑わっています。人気メニューは、シーサイ

ドランチ（日替）、サラダうどん、親子丼です。低価格

でおいしいメニューがいっぱいです。

（管理・運営グループ）

学 生 会 発 足
兵庫医療大学学生会総代 木下 雅人

この度、初代兵庫医療大学学生会総代に就任しました薬学部の木下雅人です。

たくさんの方たちの協力の御蔭でここまで来ることができました。本当にありが

とうございます。皆さんの意見を大事にし、クラブやサークルなどの支援から大

学祭の準備までよりいっそう楽しい学生生活を送れるように精一杯努力致します

のでよろしくお願いします。

左より薬学部 横山君（会計）、木下君（総代）、澤田君（副総代）

第３５回学校祭（睦祭）「どんだけぇ～� 仲いいねん�１０８人」
１０月１９・２０日最後の学校祭が開催されました。２年生４５人３年生６３人という少人数の中、２年生を中心に学生と教職

員が一致団結し、心温まる想い出になりました。

１日目の講演では宇都宮師長から看護の心を、２日目のイベントでは専任教員の幼少、学生時代の写真を見ながら、

看護師を志した頃の有意義な話が伺え、今後の実習に、また入職した際の心構えに生かせる充実した内容になりました。

並行して第２回ホームカミングも開催し、集まった卒業生にも大変好評でした。

（看護専門学校事務室）

・附属看護専門学校TOPICS・

看護技術コンテストで枕カバーかけ競技を行う学生 第２回ホームカミングデイ
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前学長 故 東野 一彌 兵庫医科大学葬

告 別 の 辞

東野一彌先生は去る８月３日午前２時５分にご自宅で

７６歳の生涯を閉じられました。先生が今年５月に瑞宝中

綬章という勲章を拝受され、私共本学関係者が皆慶んで

おりました矢先に、この悲報に接し、深い悲しみに包ま

れております。先生のご逝去を悼み、ここに謹んでお別

れの言葉を申し上げます。

先生は昭和２９年３月大阪大学医学部をご卒業され、大

学院を修了の後、大阪大学医学部第３内科の助手、講師、

助教授を経て昭和５６年１２月公立学校共済組合近畿中央病

院の内科部長、副院長を歴任され、昭和５８年１月より兵

平成１９年８月３日に逝去された 故 東野一彌 元学長の

兵庫医科大学葬が平成１９年１０月２７日
午後２時より平成記念
会館でしめやかに執り行われました。

当日は、学外の方々及び学内教職員を併せて約３００名にお

よぶ参列者があり、故人の業績を称え、その人柄を偲びまし

た。

・法人TOPICS・
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庫医科大学第３内科学講座教授となられ、平成１１年３月

に本学を定年退職されました。兵庫医科大学在職中は、

先生は内科学、中でも代謝病学、消化器・肝臓病学、臨

床腫瘍学、呼吸器病学の分野の教育を担当されましたが、

同時に医師としての基本的な知識を教授するのみならず、

臨床医としての心構え、態度、技能についても厳しく指

導され、立派な臨床医の育成に努められました。先生ご

自身は大変謙虚でその博識を誇示されることは無く、何

事にも熟慮を重ねて慎重に物事を決定されるタイプの指

導者でした。先生の門下からは波田壽一、中西憲司、山

本徹也、中野孝司の４教授など多くの医師、研究者が輩

出されています。先生は在職期間中、平成２年４月より

平成６年３月まで２期４年に亘り兵庫医科大学病院長を

お勤めになり、その間に医薬品の臨床試験に関する規程

を制定し、治験への積極的な取り組みをされ、また外来

医長、病棟医長を設置して外来、病棟の管理・運営体制

を構築されました。更に地域医療連携の充実にも取り組

まれ、平成６年には特定機能病院の承認を受けるなど兵

庫医科大学病院の管理、運営に大きく貢献されました。

教授をご退職後平成１２年１１月に兵庫医科大学学長になら

れてからは、チュートリアル教育や短期集中型カリキュ

ラムの導入、モデル・コア・カリキュラムの導入にむけ

ての取り組みなどをされ、教育面での改革にも積極的に

取り組まれ、教育の充実にご尽力されました。先生は真

に学問を愛され研究に対する情熱は終生変わらないphy-

sician scientistでした。その研究業績は代謝病学、消化

器・肝臓病学、臨床腫瘍学、呼吸器病学等の広い範囲に

亘り、何れも国際的にも高く評価されており、それらを

背景に学会活動にも力を注がれ、日本痛風核酸代謝学会

理事長を始め、多くの学会の理事、評議員、幹事などの

要職を歴任され、兵庫医科大学の知名度を国内外で高め

ていただきました。

２期目の学長になられることが教授会で決まった頃か

ら、体調を崩され、一時は健康を回復されてロータリー

クラブなどにも出席をし、お元気な姿を見せておられま

したが残念なことに幽明境を異にされました。

現在、医科大学は改善・改革が求められており、その

中にあって兵庫医科大学が更に取り組むべきは、学生を

中心に据えた医学教育の一層の充実、世界を視野に入れ

た研究の推進、患者さんを中心とした安全な医療の実践、

だと考えています。先生のこれまでのお教えを胸に留め

て兵庫医科大学は前進してまいります。どうぞ天国から

私たちの行方を見守ってください。先生、安らかにお休

み下さい。

合 掌

平成１９年１０月２７日

兵庫医科大学 学長 波田 壽一

前 学 長 故 東 野 一 彌 略 歴

出生 昭和５年９月２０日（大阪府）

昭和２９年３月 大阪大学医学部卒業

昭和３４年３月 大阪大学大学院医学研究科単位取得退学

昭和３５年３月 医学博士学位授与（大阪大学）

昭和３５年９月 大阪大学助手（第三内科）

昭和４９年８月 大阪大学講師（第三内科）

昭和５３年５月 大阪大学助教授（第三内科）

昭和５６年１２月 近畿中央病院内科部長

昭和５７年４月 近畿中央病院副院長併任

昭和５８年１月 兵庫医科大学教授（内科学第３講座）

平成２年４月 兵庫医科大学病院長併任

平成１１年４月 兵庫医科大学名誉教授称号授与

平成１２年１１月 兵庫医科大学長

平成１６年３月 兵庫医科大学長辞任
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平成１９年度事業計画の進捗状況（第２四半期終了時点）

兵庫医科大学では８月に知的財産統括室を設置し、専

任職員を配置しました。引続き、知的財産管理体制の整

備に取組んでいきます。教育機能の強化については第３、

４学年次を対象として９月期のレベルアップ選択科目

「e-learning」を開講しました。また、大学院では、７月

から９月にかけて共同利用施設オリエンテーション及び

研究技術講習会を開催しました。教育内容の改善の一環

として、講師を招聘し指導教員に対するFDを開催しま

す（１０月）。

病院では４月から９月までの平均在院患者数は目標値

に達していませんが、増加傾向にあります。病床運営に

おいては病床の円滑な運用を図るべく、協力病院として

４病院と契約を締結し、さらに２病院との医療連携実施

に向けて調整中です。また、外来化学療法室を有する「が

んセンター」を開設します（１１月）。

篠山病院は入院患者数及び外来患者数の増加に向け、

今後も地域医療機関との調整を進めていきます。また、

ささやま老人保健施設は長期入所者・短期入所者及び通

所リハビリ・予防リハビリ利用者の安定した確保に向け

て、近隣病院との連携体制の整備等に取組みます。

兵庫医療大学では７・８月に、オープンキャンパスを

４回実施しました。また、大学付属施設の拡充について

は「兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センター」が竣

工し、兵庫医療大学薬学部と兵庫医科大学医学部との共

同研究プロジェクトが１０月からスタートします。

（総務課）

規程等の制定・改正

項 目 制定・改正の趣旨 制定・改正日

１ 兵庫医科大学発明規程
兵庫医科大学の職員によって創作された発明に関する取り扱いについて制
定

４月１日

２ 発明委員会規程 兵庫医科大学発明規程に定める委員会について制定 ４月１日

３ 兵庫医科大学病院院内がん登録に関する規程
兵庫医科大学病院内がん登録業務の適正な管理及び運用を図ることを目的
として設置する院内がん登録室並びに院内がん登録の実施に必要な事項を
制定

６月２１日

４ 兵庫医科大学病院臨床研究審査委員会規程
兵庫医科大学病院医薬品等臨床研究受託に関する規程に基づく兵庫医科大
学病院臨床研究審査委員会の必要な事項を制定

７月１日

５ 学生相談室規程 学生相談室における情報の必要な範囲での開示・守秘義務について改正 ７月５日

６ 特別聴講学生、特別研究学生取扱内規 入学辞退者に対する授業料返還の取扱いに係る改正 ９月１８日

７ クリニカルパス推進委員会規程 委員会の円滑な運営のため副委員長を置くため改正 ９月２０日

８ 救命救急センター運営委員会規程 診療科目変更等による改正 ９月２０日

９
兵庫医科大学病院脳死下臓器提供に関する
委員会規程

診療科目変更等による改正 ９月２０日

１０ 兵庫医療大学特任教授設置規程
兵庫医療大学の教育・研究の活性化を図るため学外より学術研究の分野で
優れた実績を有する人材を一定の期間任用する制度について制定

１０月１日

１１ 医療安全管理規程
診療情報の開示を含めた医療安全情報の提供を推進し、患者・家族と医療
従事者が医療情報を共有し、より効果的な医療を提供出来るようにするこ
とを目的とした改正

１０月１日

１２ 栄養委員会規程 事務局の組織変更に伴う改正 １０月１５日

１３ 兵庫医科大学学則
解剖学・生理学・病理学を統合し関連するナンバー講座の壁をなくすこと
を目的とした改正

１０月２２日

１４ 兵庫医科大学大学院学則
解剖学・生理学・病理学のナンバー講座等の統合及び「がんプロフェショ
ナル養成プラン」採択に伴う大学院授業科目変更のため改正

１０月２２日

１５ 兵庫医科大学がんセンター運営規程 がん治療を横断的に扱う「兵庫医科大学がんセンター」を運営するため制定 １１月１日

１６ 兵庫医科大学がんセンター運営委員会規程 兵庫医科大学がんセンターの円滑な運営を行うための委員会について制定 １１月１日

１７ 兵庫医科大学動物実験委員会規程
遺伝子組換え動物を使った動物実験の承認に当って遺伝子組換え実験に熟
知した委員を構成員に加えるため改正

１１月６日

１８ 臨床研修医管理規程
新医師臨床研修制度（平成１６年度）実施当時に制定された規程を現状に即
して改正

１１月２８日

１９ 感染対策委員会規程 委員会の目的の明確化と構成委員の追加について改正 １１月２８日

２０ 兵庫医科大学就業細則
看護師の労働環境改善、特定機能病院として患者さんに質の高いケアを提
供することを目的とした病棟の２交替勤務導入のため改正

１２月１日

２１ 兵庫医科大学給与規程
平成１９年度賞与の年間支給率及び冬期賞与算定変更並びに看護師の２交替
勤務導入のため改正

１２月１日
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（規程等の全文は学内ネットに掲載）

役員・評議員の異動

理 事

再 任

岩� 忠昭 理事（平成１９年１２月１日付）

評 議 員

就 任

木曽 賢造 評議員（平成１９年１１月３０日付））

木曽評議員は、昭和１８年生まれ、４６

年３月大阪大学医学部卒業、５５年４月

協立病院開設、５７年９月医療法人 協

和会設立 理事長（現）、平成元年１月

社会福祉法人 寿楽福祉会設立 理事

長（現）、平成２年４月川西市医師会

理事 副会長（現）、平成１６年５月ユナイトライフ株式会

社 取締役（現）。

再 任

吉岡 濟 評議員（平成１９年１１月３０日付）

退 任

高光 義博 評議員（平成１９年１１月２９日付）

人 事 異 動

兵庫医科大学・兵庫医科大学病院
〔西宮キャンパス〕

項 目 制定・改正の趣旨 制定・改正日

２２ 兵庫医科大学篠山病院給与規程 平成１９年度賞与の年間支給率及び冬期賞与算定変更のため改正 １２月１日

２３
兵庫医科大学ささやま老人保健施設給与規
程

平成１９年度賞与の年間支給率及び冬期賞与算定変更のため改正 １２月１日

２４ 兵庫医療大学給与規程 平成１９年度賞与の年間支給率及び冬期賞与算定変更のため改正 １２月１日

２５ 大学院学費免除内規 学費免除対象に「経済的に修学困難な」条件を追加するため改正 １２月１日

２６
兵庫医療大学における任期を定めて採用す
る教員に関する規程

教育・研究等の充実向上をはかるため、教員相互の学問的交流を活発にし、
多様な人材を受け入れることを可能にするため制定

１２月１日

〔併 任〕

発令日 氏 名 併任後の職名〔所属〕

１９．１１．１ 山 田 繁 代
看護部長
兵庫医科大学病院副院長（療養環境担当）併任
兵庫医科大学附属看護専門学校長併任

〔昇 任〕

発令日 氏 名 昇任後の職名〔所属〕

１９．１０．１ 瀬 尾 徹 准教授〔耳鼻咽喉科学〕

〃 山 本 悟 史 教授〔兵庫医療大学 薬学部〕

発令日 氏 名 昇任後の職名〔所属〕

１９．１１．１ 多 田 羅 恒 雄 准教授〔麻酔科学〕

〃 川 端 啓 太 准教授〔総合診療部〕

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。
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〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１６ 森 可 智
助教〔内科学 冠疾患科〕
救命救急センター兼務

１９．９．１ 三 代 康 雄
准教授〔耳鼻咽喉科学〕
耳鼻咽喉科診療副部長兼任

〃 北 野 英 人
助教〔総合診療部〕
総合診療部病棟医長兼任

〃 奥 智 子
助教〔総合診療部〕
総合診療部外来医長兼任

〃 中 尾 伸 二
助教〔内科学 循環器内科〕
救命救急センター兼務

〃 大 家 宗 彦
助教〔救命救急センター〕
救命救急センター医局長兼任

〃 日 野 隆 夫 学務部知的財産統括室主任

１９．９．１６ 吉 川 麗 月
助教〔遺伝学〕
臨床遺伝部兼務

〃 近 藤 展 行
助教〔呼吸器外科学〕
呼吸器外科外来医長兼任

１９．１０．１ 堀 和 敏 講師〔内視鏡センター〕

〃 大 島 忠 之
講師〔内科学 上部消化管科〕
内科 上部消化管科医局長兼任

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．１０．１ 山 本 憲 康
助教〔内科学 上部消化管科〕
内科 上部消化管科外来医長兼任

１９．１０．１６ 堀 和 敏
講師〔内視鏡センター〕
内視鏡センター医局長兼任
内科学 上部消化管科兼務

〃 岩 田 恵 典
助教〔内科学 肝・胆・膵科〕
内視鏡センター兼務

〃 金 森 徹 三
助教〔内科学 冠疾患科〕
救命救急センター兼務

〃 高 長 明 律
助教〔精神科神経科学〕
精神科神経科病棟医長兼任

〃 山 � 邦 弘 事務員（主任級）〔神戸キャンパスオフィス入試・就職グループ〕

１９．１０．２３ 宮 崎 智 晴 看護主任〔看護部（６階東病棟）〕

１９．１１．１ 弓 場 雅 夫
助教〔内科学 循環器内科〕
救命救急センター兼務

〃 太 田 武 彦
経営企画室経営企画課長補佐
病院事務部医療情報課兼務

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．８．１６ � 瀬 尚 子 看護師〔看護部（９階東病棟）〕

〃 澤 久 美 子 看護師〔看護部（１０－８病棟）〕

〃 冨 和 洋 子 臨床検査技師（嘱）〔臨床検査部〕

〃 米 田 和 恵 実験補助（嘱）〔呼吸器外科学〕

１９．９．１ 坂 直 樹 助教〔耳鼻咽喉科学〕

〃 宇 和 伸 浩 病院助手〔耳鼻咽喉科〕

〃 池 田 和 世 病院助手〔ペインクリニック部〕

〃 米 田 弥 里 看護師〔看護部（中央手術部）〕

〃 栗 本 靖 子 看護師○〔看護部（人工透析室）〕

１９．９．１６ 海 老 名 俊 亮 助教△〔小児科学〕

〃 大 嶋 勉 助教△〔外科学〕

〃 金 玖 早 看護師〔看護部（６階東病棟）〕

〃 俵 原 光 子 看護補助（準）〔看護部（７階西病棟）〕

〃 丸 尾 妙 子 看護師（嘱）〔看護部（内視鏡センター）〕

１９．１０．１ 矢 口 貴 博 助教〔生理学第２〕

〃 金 森 徹 三 助教△〔内科学 冠疾患科〕

〃 海 田 勝 仁 助教△〔内科学 血液内科〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１０．１ 福 井 伸 哉 助教〔心臓血管外科学〕

〃 大 西 正 明 財務部次長〔財務部〕

〃 岸 根 麻 衣 薬剤師○〔薬剤部〕

〃 田 中 麻 紀 視能訓練士○〔眼科〕

〃 小 � 和 子 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

〃 徳 山 和 香 奈 看護師〔看護部（８階東病棟）〕

〃 安 東 英 里 看護師〔看護部（１０階西病棟）〕

〃 前 田 綾 子 看護師〔看護部（１０－８病棟）〕

〃 東 野 吏 紗 薬剤師（嘱）〔薬剤部〕

〃 武 田 諒 子 視能訓練士（嘱）〔眼科〕

〃 仲 谷 怜 子 実験補助（嘱）〔内科学 肝・胆・膵科〕

１９．１０．１６ 佐 竹 真 助教△〔外科学〕

１９．１１．１ 三 好 康 雄
准教授〔外科学〕
外科診療部長兼任

〃 内 藤 由 朗 助教〔内科学 循環器内科〕

〃 日 吉 麻 紀 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

△は病院助手から助教に、○は嘱託職員から職員に採用された者を示す。
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〔篠山キャンパス〕
篠山病院

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。

〔神戸キャンパス〕
兵庫医療大学

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．１０．１ 池 田 義 和
准教授〔兵庫医科大学篠山病院〕
兵庫医科大学篠山病院医局長兼任
兵庫医科大学篠山病院産婦人科医長兼任

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１０．１５ 溝 口 清 美 准看護師〔医療技術部（看護部門）看護課中央部門〕

１９．１０．３１ 小 谷 貞 子 篠山病院事務部医事課医事係長

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１０．３１ 南 都 香 織 作業療法士〔医療技術部（医療技術部門）リハビリテーション室〕

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１１．１ 和 田 由 里 子 准看護師（嘱）〔医療技術部（看護部門）看護課外来部門〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１１．１ 大 西 賀 子 看護補助（嘱）〔医療技術部（看護部門）看護課外来部門〕

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．１０．１７ 山 本 晴 生
総務部参事

株式会社エイチ・アイ出向

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１０．１ 田 中 康 一 助教〔薬学部〕

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．９．３０ 錦 織 典 子 神戸キャンパスオフィス図書館・情報グループリーダー

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．８．１０ 竹 部 沙 樹 看護師〔看護部（泌尿器科外来）〕

１９．８．１５ 柳 生 利 彦 助教〔外科学〕

〃 根 耒 絵 里 香 看護師〔看護部（中央手術部）〕

１９．８．３１ 深 澤 啓 二 郎 准教授〔耳鼻咽喉科学〕

〃 三 宅 光 富 助教〔内科学 呼吸器・RCU科〕

〃 宮 本 篤 志 助教〔耳鼻咽喉科学〕

〃 橋 本 健 吾 病院助手〔耳鼻咽喉科〕

〃 中 山 奨 レジデント〔皮膚科〕

〃 長谷中秀光子 看護師〔看護部（１０階西病棟）〕

〃 高 田 育 江 看護師〔看護部（ICU）〕

〃 豊 永 沙 織 実験補助（嘱）〔呼吸器外科学〕

〃 佐 良 木 史 絵 学生相談員（嘱）〔学務部教務学生課〕

〃 若 松 有 紀 学生相談員（嘱）〔学務部教務学生課〕

１９．９．１５ 下 堂 靜 美 看護補助（準）〔看護部（７階西病棟）〕

１９．９．３０ 坂 上 隆 准教授〔内視鏡センター〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．９．３０ 森 田 毅 助教〔内科学 下部消化管科〕

〃 野 々 村 智 子 病院助手〔麻酔科〕

〃 高 橋 和 子 病院助手〔リハビリテーション部〕

〃 三 島 裕 彦 副主任薬剤師〔薬剤部〕

〃 周 あ い 視能訓練士〔眼科〕

〃 吉 田 八 州 美 助産師〔看護部（６階東病棟）〕

〃 宮 永 明 子 看護師〔看護部（１０階東病棟）〕

〃 元 村 優 子 看護師〔看護部（中央手術部）〕

〃 岡 崎 一 美 看護師〔看護部（内科外来）〕

〃 川 端 千 賀 子 看護師（嘱）〔看護部（内視鏡センター）〕

〃 徐 静 嫻 実験補助（嘱）〔眼科学〕

１９．１０．３１ 藤 本 泰 久 講師〔外科学〕

〃 中 尾 伸 二 助教〔内科学 循環器内科〕

〃 山 下 陽 子 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

〃 金 岡 伸 一 臨床研修医〔卒後臨床研修センター〕

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。
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平成19年度 永年勤続表彰対象者平成19年度 永年勤続表彰対象者

祝・勤続 

30周年 

祝・勤続 

20周年 

祝・勤続 

10周年 

（敬称略・５０音順）

氏 名 所 属 氏 名 所 属

上野 厚美 学務課
大内 晴美 法医学
掛田 満寿美 薬剤部
川畑 節子 看護部（６－１病棟）
壽 初恵 医事課
坂口 美恵子 神戸キャンパスオフィス管理・運営グループ
長村 孝子 看護部眼科外来
畑中 禄子 薬剤部
花畑 美智代 篠山看護課第２病棟
濱川 美智子 看護部（第一外科外来）

�口 常男 薬剤部
藤岡 多賀子 看護部（６－１病棟）
藤塚 美代子 看護部（内視鏡センター）
三浦 光太郎 視聴覚教育センター事務室
水谷 秀子 看護部（内科外来）
溝口 昌子 医事課
室 親明 薬剤部
森 不二子 臨床栄養部
森 礼子 臨床心理部
森田 真由美 図書課

円増 和美 看護部（１０－６病棟）
笠松 由利 看護部（１０－８病棟）
狩野 春艶 臨床検査部
清水 真幸 看護部（８－１病棟）
�橋 仁美 医療安全管理室
�比良 法子 看護部（７東病棟）
田中 進 視聴覚教育センター事務室
峠田 和子 看護部（CCU）

津田 薫 薬剤部
豊澤 利江子 看護部（内視鏡センター）
畠田 典子 臨床検査部
�政 明宏 資材課
牧原 佐知子 超音波センター
村岡 玲子 薬剤部
山田 寿美子 看護部（NICU）
和田 智弘 篠山病院リハビリテーション室

芦田 小夜子 篠山病院看護部門
池田 宣子 看護部（内科外来）
石井 さかゑ 篠山看護課外来部門
石田 朝美 篠山看護課第２病棟
伊藤 智都子 看護部（中央手術部）
乾 祐子 看護部（中央手術部）
猪野 慶浩 看護部（８－１病棟）
井上 綾子 篠山看護課第３病棟
井上 多津子 篠山病院事務部庶務課
井上 千亜紀 薬剤部
植田 奈津子 看護部（７西病棟）
大森 千賀子 篠山看護課第２病棟
奥村 明美 篠山看護課外来部門
奥山 章子 篠山看護課第１病棟
川越 英子 看護部（人工透析室）
河本 幸子 篠山看護課第２病棟
北川 佳子 篠山病院事務部会計課
木村 知行 医療安全管理室
國富 幸江 看護部（８西病棟）
古� 佳美 看護部（９東病棟）
小寺 斉人 総務課（出向）
後藤 浩 病歴課
小牧 よし子 看護部（６西病棟）
駒谷 典子 篠山看護課第３病棟
齋藤 とし子 篠山看護課中央部門
佐圓 惠子 篠山看護課第３病棟
澤田 亜希 医事課
塩見 真寿美 篠山看護課第２病棟
清水 直生 篠山看護課第１病棟
清水 美香 研究技術第２課
�橋 俊子 篠山看護課第１病棟
辰見 明俊 薬剤部
谷尾 律子 篠山看護課第３病棟

谷口 祥子 看護部（６西病棟）
谷後 純子 篠山看護課第３病棟
土井 さおり 篠山病院薬剤室
遠山 繁子 篠山看護課第２病棟
戸出 知子 篠山看護課第５病棟
仲井 佐代子 篠山看護課中央部門
中島 有美子 看護部（６東病棟）
西畑 友紀 看護部（麻酔科外来）
西村 悦子 篠山看護課第５病棟
西本 久美 老健事務部介護事務課
西本 弘美 篠山看護課第１病棟
西山 静香 篠山看護課第１病棟
橋本 啓子 篠山看護課第２病棟
原田 佐知子 篠山看護課第３病棟
阪東 紀子 篠山看護課第５病棟
馬場 二美 篠山看護課第５病棟
平川 弘美 看護部（内科外来）
平野 たまゑ 篠山看護課第３病棟
福垣 ひづる 老人保健施設療養室
藤井 洋子 看護部（７西病棟）
細見 英司 篠山病院事務部会計課
堀井 フサ子 篠山病院事務部医事課
堀井 義規 篠山病院事務部会計課
三浦 恵美子 看護部（８東病棟）
宮野 ゆかり 看護部（１０－６病棟）
矢嶋 克美 看護部（７東病棟）
矢野 幼子 篠山看護課第２病棟
山田 栄美 篠山病院検査室
山本 和美 篠山看護課外来部門
雪岡 廣子 篠山看護課外来部門
吉田 智子 看護部（１０－９病棟）
藁田 希世和 看護部（８－１病棟）
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平成１９年度 自衛消防訓練（総合訓練）実施

１１月７日�午後３時より、１号館８西病棟にて、深夜帯の火災を想定し参加者約１００名で自衛消防訓練を行いました。
仮想患者２９名を８西病棟から７階の東ロビーに一次避難させた後、消防署による梯子車救助が実施されました。

鳴尾消防署 中島署長と山村病院長から訓練の講評後、５号館南側芝生に移動し消防署員の指導のもと、スモーク体

験と消火器の取扱い訓練を実施しました。

今回の訓練では、イーバックチェア（階段避難用車椅子）をはじめて取り入

れ、避難時におけるその有用性が改めて確認できました。

消防署による梯子車救助（８階より撮影）

セクシュアルハラスメント防止等に関する講演会

１０月２２日�、３－３講義室において、�２１世紀職業財
団の藤原寛子講師を招いて、本学では２回目の「セクシ

ュアルハラスメント防止等に関する講演会」が開催され

ました。

当日は、教員２１名、医療技術職７１名、事務職、他４４名

と前回を上回る１３６名の出席がありました。

日常の何気ない言動がセクハラに繋がることもあり、

職場でのハラスメントに対する適切な対処とともに未然

の防止が何より重要となります。

（総務部）

教職員提案制度の実施

業務等の「ムダ・ムラ・ムリ」をなくす提案を求め、また今

後の組織運営のための参考とするため、１２月から提案制度を設

けることになりました。部門単位の改善・改革から全学的な改

善・改革まで幅広く提案を募ります。積極的にご提案ください

ますようよろしくお願いいたします。

（広報課）

イーバックチェアを使っての避難 仮想患者の避難誘導
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理 事 会

（９月２５日）

�故東野一彌前学長の公葬について
�人事について
�客員教授の委嘱について
�クロアチア共和国出張中の学長代行について
（１０月２２日）

�人事について
�兵庫医療大学特任教授設置規程の制定について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�兵庫医療大学体育館建設について
（１１月２６日）

�人事について
�評議員の選任について
�入試センター規程及び入試運営委員会規程の一部改正
について

�就業細則等の一部改正について
�平成１９年度冬期賞与について
�平成１９年度決算対応について
�平成１９年度収支補正予算について
�篠山病院の存続について
�固定資産の一部処分について

評議員会

（１０月２２日）

�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�兵庫医療大学体育館建設について
（１１月２６日）

�理事の選任について
�平成１９年度決算対応について
�平成１９年度収支補正予算について
�篠山病院の存続について
�固定資産の一部処分について

常 務 会

（９月４日）

�故東野一彌前学長の公葬について
�人事について（准教授２名）
�客員教授の委嘱について
�外国出張（クロアチア共和国Rijeka大学医学部との調
印式出席）について

�医科大学・医療大学連携実習教育について
�平成２０年度文部科学省施設整備費補助金（４千万円以
上の装置）の申請について

（９月１８日）

�人事について

�クロアチア共和国Rijeka大学出張中の学長代行について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�特別聴講生、特別研究学生取扱内規の一部改正について
�入退院管理プロジェクトチーム（仮称）の設置について
�動物実験（P２A）用飼育器材一式について
�眼科手術用顕微鏡について
�PDT（光線力学療法）システムについて
�パノラマX線撮影・画像処理装置について
�心電図記録解析装置（長時間ホルターワークステーシ
ョン）について

�文部科学省補助金申請機器の選定方針について
（１０月３日）

�がんセンター運営規程の制定について
�放射線治療部門の整備について
�兵庫医療大学特命教授設置規程（案）及び特命教授任
用について

�兵庫医療大学体育館に係るワーキンググループについて
�兵庫医療大学学生募集活動「高校訪問」の実施について
�隣接開発物件の有効活用について
（１０月１７日）

�人事について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�任期制教員の再任にかかる審査方法等について
�入試センター規程及び入試運営委員会規程の一部改正
について

�がんセンター運営規程の制定について
�兵庫医療大学体育館建設について
�篠山病院の存続について
（１１月６日）

�人事について
�篠山病院の存続について
�動物実験委員会規程の一部改正について
�就業細則等の一部改正について
�放射線治療部門の整備について（再付議）
�平成１９年度冬期賞与について
�血液培養検査装置について
�学校法人兵庫医科大学大学連携協議会と医学・医療教
育センターの活動について

�入学定員管理（特に薬学部）について
�広報戦略としての主要駅構内看板広告について
�兵庫医療大学体育館建設計画について
（１１月１３日）

�理事・評議員の選任について
�平成１９年度冬期賞与について
�平成１９年度収支補正予算について
（１１月２０日）

�人事について
�平成１９年度冬期賞与について（再付議）

・主要会議とその議題・
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�篠山病院の存続について
�大学院学費免除内規の一部改正について
�給与規程（兵庫医科大学、篠山病院、ささやま老人保
健施設、兵庫医療大学）の一部改正について

�平成１９年度決算対応について
�人間ドック等の健診事業について
�密閉型自動包埋装置について
�固定資産の一部処分について
�兵庫医療大学における任期を定めて採用する教員に関
する規程の制定について

�兵庫医療大学キャンパス近隣の体育館借用について
�学校法人兵庫医科大学教職員提案制度に関する実施要
領の制定について

兵庫医科大学 教授会

（１０月４日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について（呼吸器・RCU科）
�入試センター規程及び入試運営委員会規程の一部改正
（案）について

�任期制教員の再任に係る審査方法等について（再付議）
�平成１９年度第１～第４学年次定期試験（１１月～１２月期）
日程表（案）について

�平成１９年度第２及び第４学年次学年末再試験日程表
（案）について

�平成１９年度卒業総合試験実施要領について（案）
�平成１９年度第６学年次卒業認定保留者卒業判定試験実
施要領について（案）

�平成２０年度カリキュラムについて（案）
�白衣授与式について（案）
�外国人特別短期研究員の受入れ等について
�平成１９年度研究生の入学について（追加）
�学外出講について
�外国出張について
（１１月１日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
�「兵庫医科大学動物実験委員会規程」の一部改正につ
いて（案）

�平成１９年度総合進級試験（５年）実施要領について
�平成１９年１１月～平成２０年４月行事予定表（教務関係）
について

�外国人特別短期研究員の受入れ等について
�平成１９年度研究生の入学について（追加）
�学外出講について
�その他
（１１月１６日）

�平成２０年度推薦入学試験の合格者について
�学生の懲戒について

兵庫医療大学 大学協議会

（１０月１日）

�設置計画履行状況実施調査（AC）の対応最終確認
�「兵庫医療大学特命教授設置規程（案）」について
�休講と補講について
�平成１９年度補正予算について
�平成１９年度事業計画進捗状況報告について
�高校訪問学部担当者の割当について
�「神戸ポートアイランド４大学連携協定書（案）」に
ついて

�「大学コンソーシアムひょうご神戸」委員会委員の選
任について

�１０月２４日の全学討論会の日程について
�兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センター規程（案）
について

�兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センター運営委員
会規程（案）について

�学生のサークル活動に関する補助について
（１０月１５日）

�設置計画履行状況実地調査（AC）後の対応について
�全学討論会について
�兵庫医療大学特認教授設置規程（案）について
�一般入学試験（前期A日程）学外試験場の借用について
�入試判定のための入試運営委員会・臨時教授会について
�毒物及び劇物の管理マニュアル（案）について
�推選入学試験の指定校制度について
�リザーブ用地の使用方法について
�３学部合同カリキュラムについて
�レストラン、売店の運営について
（１１月７日）

�体育館建設について
�医学・医療教育センターについて
�２００８年度事業計画の策定及び予算編成フローとスケジ
ュールについて

�推選入試（専願制）の実施体制の確認
�入学定員管理（特に薬学部）について
�看護学部編入学試験要項（案）について
�主要駅構内看板広告の更新について
�保護者への大学現況報告について
�第３回FD研究会「PBL・チュートリアル講習」につ
いて

�学生会発足と今後の活動について
�関電グランド借用交渉の進捗状況について
�「神戸ポートアイランド４大学連携協定書（案）」について
�４大学連携「単位交換制度」の検討について
�４大学連携（防犯・護身術講習会」の開催について
�「大学協議会議事内容の公開」について
�教員の研究等の業績集約方法について
�教員討論会について
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兵庫医療大学のための募金 状況報告

「兵庫医療大学」のための募金活動を平成１８年５月に開始して以来、これまでに教職員をはじめ、後援会（保護者）、

緑樹会（卒業生）、名誉教授、退職者等（６０６名）は言うに及ばず協力医療機関や関連病院等を始めとする幅広い方々か

ら、温かいお申し込みを賜り、誠に有り難く、厚くお礼申し上げます。

本学校法人といたしましては、ご協力賜りました方々のご芳名を大学広報に掲載させていただき、感謝の意を表した

いと存じ、下記のとおり報告させていただきます。

本学法人は、皆様からご寄付いただきました寄付金を兵庫医療大学の教育研究用施設整備等充実に利用させていただ

くとともに、これからも全力で大学の合理化推進等により、必要資金確保に向けて自主的努力を重ねてまいりますが、

加えて、ぜひとも関係各方面からのさらなるご支援を仰ぎお力添えをいただきたく、引き続きご協力賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。

（募金推進室）

記 １８．５．２～１９．１０．３１

寄付申込者ご芳名・法人名一覧
１９．９．１～１９．１０．３１

［企業等法人］（１２法人）

（ご芳名のみ記載）

宮野医療器 株式会社様

株式会社 ゼクスアクティブ・エイジ様

フクダ電子兵庫販売 株式会社様

バイオメット・ジャパン 株式会社様

株式会社 日本医化器械製作所様

財団法人 化学物質評価研究機構様

匿名 ６法人

［関連病院等］（３法人）

５００，０００円 坂上田病院様

（ご芳名のみ記載）

医療法人社団 大植クリニック様

医療法人恵生会 恵生会病院様

［緑樹会］（２名）

１００，０００円 梅名 英生様

１００，０００円 位藤 俊一様

［退職者］（１名）

（ご芳名のみ記載）

松村 マツエ様

［その他個人］（１名）

匿名 １名

［教職員］（７名）

６００，０００円 末廣 謙様

２５０，０００円 福田 能啓様

２５０，０００円 八野 芳巳様

１５０，０００円 菊地 良平様

１００，０００円 吉永 和正様

匿名 ２名

（順不同）

区 分
受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

申 込 ２６４件 ５３８，４６４，０００円 ６０６件 １２５，５４０，０００円 ８７０件 ６６４，００４，０００円

入 金 ２４８件 ４１４，８１４，０００円 ５８８件 １２３，５２０，０００円 ８３６件 ５３８，３３４，０００円

・お・知・ら・せ・
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［新聞掲載 ２００７年１０月～１２月］

〈平成１９年１０月２０日 毎日新聞（朝刊）〉

〈平成１９年１１月２９日 神戸新聞（朝刊）〉

〈平成１９年１０月２７日 読売新聞（朝刊）〉
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〈平成１９年１２月２２日 神戸新聞（朝刊）〉
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待合ホール 
診察室 
一般病室・人工透析 
ICU・CCU 
ナースステイション 
検体検査・病理検査・生理機能検査 
CT・MRI室・血管造影室 
操作室 
手術室 
回復室 
中材・機材庫 
事務室、会議室 

外来診療部門 
 
病棟部門 
 
 
検査部門 
放射線部門 
 
手術部門 
 
 
事務管理部門 

暖房温度 部　屋　名 部　門 

22℃ 
24℃ 
23℃ 
25℃ 
22℃ 
22℃ 
24℃ 
22℃ 

22～26℃ 
25℃ 
22℃ 
19℃ 

*参考:日本医療福祉設備協会による 

「ウォーム ビズ」の実施

地球温暖化対策としての省エネルギー推進のた

め、今夏はクール ビズ（軽装勤務）にご協力い

ただきましたが、寒冷期を迎え、冬期期間（１２月

～３月）は、ウォーム ビズを実施します。

経費の中で、光熱費の比率は大きいため、経費

節減にご協力下さい。

� 室内の暖房の温度設定は、暖めすぎになら

ないようにしましょう。（右表参照）

� 過度に暖房機器に頼らず、働きやすく暖か

い服装を着用しましょう。

（施設整備課）

―おわびと訂正―

広報第１９０号において誤り・不備がありましたので、おわびして訂正いたします。
５ページ 平成１９年度科学研究費補助金交付決定 若手研究（B）

所 属 研究代表者 研究課題名
（誤）
内科学（下部消化管科） 大島 忠之 細胞間接合装置機能からみた食道粘膜防御機構と新たな病態分類に関する研究

（正）
内科学（上部消化管科） 大島 忠之 細胞間接合装置機能からみた食道粘膜防御機構と新たな病態分類に関する研究
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広報室 広報課
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平成１９年を振り返って 

兵庫医療大学入試 中期事業計画報告会 兵庫医療大学竣工式 兵庫医科大学卒業式 

兵庫医療大学開学 

兵庫医療大学　４大学連携 
合同イベント「学びライブ」 

兵庫医科大学6大学連携 
オンコロジーチーム養成プラン採択 

兵庫医科大学とクロアチアRijeka 
大学医学部との学術協定 

兵庫医療大学公開講座 兵庫医科大学 
篤志解剖体慰霊祭 

兵庫医科大学病院 
防火訓練（トリアージ訓練） 

兵庫医科大学東野前学長 
大学葬 

兵庫医科大学　がんセンター 
外来化学療法室開設 

兵庫医科大学 
自衛消防防災訓練 

兵庫医科大学入学式 兵庫医療大学入学式 兵庫医療大学開学記念式典 
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